
2025年 8月 17日 

主日礼拝 

 

 

《礼拝》 

 

 

礼拝讃美歌⇒342番（旧 230番）（MK姉） 

『誉むべきかな一度死に』 

 

 

聖書⇒ルカによる福音書 19章 1~10節（MM姉） 

『この四つの生き物には、それぞれ六つの翼があり、その周りにも内側にも、一面に目があった。彼らは、昼

も夜も絶え間なく言い続けた。「聖なるかな、聖なるかな、聖なるかな、／全能者である神、主、／かつてお

られ、今おられ、やがて来られる方。」玉座に座っておられ、世々限りなく生きておられる方に、これらの生

き物が、栄光と誉れをたたえて感謝をささげると、二十四人の長老は、玉座に着いておられる方の前にひれ伏

して、世々限りなく生きておられる方を礼拝し、自分たちの冠を玉座の前に投げ出して言った。「主よ、わた

したちの神よ、／あなたこそ、／栄光と誉れと力とを受けるにふさわしい方。あなたは万物を造られ、／御心

によって万物は存在し、／また創造されたからです。」』 

 

礼拝讃美歌⇒23番（旧 152番） 

『聖なる聖なる聖なるかな』 

 

 

 

聖書⇒レビ記 17章 11節（SK兄） 

『生き物の命は血の中にあるからである。わたしが血をあなたたちに与えたのは、祭壇の上であなたたちの命

の贖いの儀式をするためである。血はその中の命によって贖いをするのである。』 

 

聖書⇒:ヨハネの手紙一 3章 16節 

『イエスは、わたしたちのために、命を捨ててくださいました。そのことによって、わたしたちは愛を知りま

した。』 

 

（祈り） 

 

 

 



聖書⇒:ローマの信徒への手紙 5章 1~2節（ES姉） 

『このように、わたしたちは信仰によって義とされたのだから、わたしたちの主イエス・キリストによって神

との間に平和を得ており、このキリストのお陰で、今の恵みに信仰によって導き入れられ、神の栄光にあずか

る希望を誇りにしています。』 

 

聖書⇒ローマの信徒への手紙 4章 25節 

『イエスは、わたしたちの罪のために死に渡され、わたしたちが義とされるために復活させられたのです。』 

 

（祈り） 

 

 

礼拝讃美歌⇒256番（KH姉） 

『歌いつつ歩まん』 

 

 

 

《パン裂き》 

 

 

聖書⇒コリントの信徒への手紙一 11章 23~26節（KH兄） 

『わたしがあなたがたに伝えたことは、わたし自身、主から受けたものです。すなわち、主イエスは、引き渡

される夜、パンを取り、感謝の祈りをささげてそれを裂き、「これは、あなたがたのためのわたしの体である。

わたしの記念としてこのように行いなさい」と言われました。また、食事の後で、杯も同じようにして、「こ

の杯は、わたしの血によって立てられる新しい契約である。飲む度に、わたしの記念としてこのように行いな

さい」と言われました。だから、あなたがたは、このパンを食べこの杯を飲むごとに、主が来られるときまで、

主の死を告げ知らせるのです。』 

 

（式） 

 

礼拝讃美歌⇒142番（旧 58番） 

『渡されたもう』 

 

 

 

 

 

 

 



《建徳》 

 

 

聖書⇒フィリピの信徒への手紙 4章 2~9節（HK兄） 

『わたしはエボディアに勧め、またシンティケに勧めます。主において同じ思いを抱きなさい。なお、真実の

協力者よ、あなたにもお願いします。この二人の婦人を支えてあげてください。二人は、命の書に名を記され

ているクレメンスや他の協力者たちと力を合わせて、福音のためにわたしと共に戦ってくれたのです。主にお

いて常に喜びなさい。重ねて言います。喜びなさい。あなたがたの広い心がすべての人に知られるようになさ

い。主はすぐ近くにおられます。どんなことでも、思い煩うのはやめなさい。何事につけ、感謝を込めて祈り

と願いをささげ、求めているものを神に打ち明けなさい。そうすれば、あらゆる人知を超える神の平和が、あ

なたがたの心と考えとをキリスト・イエスによって守るでしょう。終わりに、兄弟たち、すべて真実なこと、

すべて気高いこと、すべて正しいこと、すべて清いこと、すべて愛すべきこと、すべて名誉なことを、また、

徳や称賛に値することがあれば、それを心に留めなさい。わたしから学んだこと、受けたこと、わたしについ

て聞いたこと、見たことを実行しなさい。そうすれば、平和の神はあなたがたと共におられます。』 

 

聖書⇒フィリピの信徒への手紙 2章 3~8節 

『何事も利己心や虚栄心からするのではなく、へりくだって、互いに相手を自分よりも優れた者と考え、めい

めい自分のことだけでなく、他人のことにも注意を払いなさい。互いにこのことを心がけなさい。それはキリ

スト・イエスにもみられるものです。キリストは、神の身分でありながら、神と等しい者であることに固執し

ようとは思わず、かえって自分を無にして、僕の身分になり、人間と同じ者になられました。人間の姿で現れ、

へりくだって、死に至るまで、それも十字架の死に至るまで従順でした。』 

 

 

 

聖書⇒:ヨハネの手紙一 1章 7~10節（KH兄） 

『しかし、神が光の中におられるように、わたしたちが光の中を歩むなら、互いに交わりを持ち、御子イエス

の血によってあらゆる罪から清められます。自分に罪がないと言うなら、自らを欺いており、真理はわたした

ちの内にありません。自分の罪を公に言い表すなら、神は真実で正しい方ですから、罪を赦し、あらゆる不義

からわたしたちを清めてくださいます。罪を犯したことがないと言うなら、それは神を偽り者とすることであ

り、神の言葉はわたしたちの内にありません。』 

 

 

 

礼拝讃美歌⇒449番（KH兄） 

『主の流された尊い血しお』 

 

 

 



《参議化の味わい》 

 

礼拝讃美歌 141番 

中山兄 

人見兄 

川添姉 

 

 

《建徳要旨》 

 


